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themes,  not  just  Japanese  subjects  although,  ironically,  in  Stevens  he  depicts  a  character  
who  bears  many  hallmarks  of  a  Japanese.  When  she  was  writing  Bruno’s  Web,  Murdoch  
was  mired  in  unhappiness  and  futile  regrets  and  wished  to  transcend  her  own  rat-runs  
of  memory  by  depicting  a  character  saved  by  love.  Murdoch  and  Ishiguro  may  have  felt  
real  life ‘insider  outsiders’ in  England,  but  in  two  of  their  most  memorable  protagonists,  
Bruno  and  Stevens,  they  depict  fictional ‘insider  outsiders’ capable  of  being  released  from  
the  prison  of  self  to  the  wider  community  of  the  world,  awakening  to  life’s  potentialities  
through  acceding  to  the  demands  of  love.

研究発表要約

ディアスポラとしてのジャクソンがもたらす撹乱と解放

有　馬　弥　子

マードックがアルツハイマーと闘いながら完成
した絶筆『ジャクソンのジレンマ』の解釈におい
て、ジャクソンの役割、人物造形、さらにジャク
ソン自身の内面にどう踏み込み分析するかが核心
である。作者は、タイトルにおいて既にジャクソ
ンの存在のみならず、彼のジレンマという立ち
入った内面さえも提示している。しかし物語展開
ではまず、あたかもジャクソンよりはそれぞれの
屋敷の所有者エドワードやベネットの二人、及び
二人をとりまく人々の人間関係が物語の主軸であ
るかのようなプロットを前面に出している。中盤
では、二軒の屋敷ハッテイングとペンディーンの
所有者たちと周囲の人々の過去、現在、未来が
様々に交錯する要所要所で、ジャクソンの存在と
言動がプロットを展開させている。最終的に物語
終盤ではジャクソンが主体として提示され、一人
牧草地にたたずむジャクソンの思考の叙述で結ば
れる。
この最終場面で読者は、ジャクソンが何者であ
るかという問いに対する答、すなわちその答は存
在しないという答と対峙する。このような幕引き
と、第一章でベネットと既に死去している伯父の
ティムがアイデンティティーについて語り合う場
面で論じる実存的真実のテーマとが共鳴する。す
なわち、個々人は確固たるアイデンティティーに

安住することはできないのであり、誰しもが何者
でもないという哲学である。ジャクソンの存在を
通じ人々がこのような認識を迫られる時、人々の
内面に引き起こされるものは苦悩でもあり歓喜で
もある。なぜなら、人物らがそれまでしがみつい
ていたアイデンティティーは、安心のもとでもあ
ると同時に傲慢さや破ることのできない暗い殻な
ど負の側面と無縁ではなく、それらからの移動、
解放により人々は先へ歩み始めるからである。
出自が明かされることのないジャクソンのアイ

デンティティーはディアスポラのそれである。他
の人物たちはディアスポラとしてのジャクソンと
は対比しているかのような構成で登場する。しか
し、一見ジャクソンとは対照的な確立したアイデ
ンティティーを持つかのようでもある多くの英国
籍の他の登場人物たちにとってのアイデンティ
ティーの揺らぎや哲学的真実が、ジャクソンの
ディアスポラ性との交錯によって次々と導き出さ
れていく。その過程は不安をも伴うが、第一章の
ティム伯父のアイデンティティーについての講釈
にある言葉を借りれば「恩寵」をももたらす。本
篇を結ぶ最終センテンスにはジャクソンは「微笑
みを浮かべた」とある。その微笑みはあくまでも
ディアスポラとしてのそれであり、神秘的であ
る。その複雑さの意義を重層的に分析することに
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より、ジャクソンが登場人物らにもたらすものは
何なのかが明らかになる。
ジャクソンの特性はまさに単一的な固定したア
イデンティティーをもたないことと、ジレンマを
内包し続けることとにある。その動的で流動的な
アイデンティティーによりジャクソンは、可変
性、流動性を失った固定的な関係において生じが
ちな膠着的な差異、上下関係、差別関係、あるい
は停滞した思考や状況を攪乱し活性化させ、人々
を自由な発想に導き解放する。ジャクソンは人々
の心の解放をもたらす触媒的な役割を担っている
のである。ジャクソンにより攪乱され解放される
人々の喜劇とも悲劇ともつかない展開をこのよう

に読み解くと、ジャクソンによりもたらされる解
放は、人々の自己の内側でうごめき他者を束縛し
傷つけるエゴ、自我への執着からの解放を示唆す
る例のようにも読める。
本作品がマードックがアルツハイマーを患う苦

しみの中で書かれたこと、ジャクソンが生と死の
境をさまようかのような結末さえ提示されている
こと、これらは、ディアスポラの、境界を曖昧に
し境界を崩す破壊性と恵みが、生と死の境さえも
曖昧にしてしまうことに対するマードックにとっ
ての恐怖、およびマードックがそこに感じていた
かもしれない恩寵を意味しているのかもしれな
い。

研究発表要約

The  Book  and  the  Brotherhood  に描かれる連続性について

井　上　澄　子

表題の‘the  Book’は‘聖書’を暗示し、‘the  

Brotherhood’は‘Monastic  brotherhood’、つま
り「写本などの創作に従事した修道士の仲間た
ち」の含意があることに気付く。本来、Oxbridge

が Collegeから成る形になっているのは、大学が
中世の修道院から派生して、聖職者の養成を目
的としていた伝統があるからで、Fellowのレヴ
クィストが妻帯せず、学寮に住み続けていたこと
や、学友フィールドが卒業後、修道士になったと
述べているので、作者の意図が読み取れる。
オックスフォード大学の創立記念ダンス・パー
ティで、インテリ群像が踊るダンスの輪は、い
くつもの渦巻を形成しながら、それぞれの渦巻
の中心には、クリモンドとジィーン、またジェ
ラードとローズが核となっていて、その中心に
は「愛」と「友情」がある。渦巻は旋回を続ける
が、偶発的な要因で反転して次の新たな渦巻へ
と連続して永遠に旋回を続ける。作中で、whirl,  

circle,  scroll,  spiral,  screwなど「渦巻」の類語
が多用されている。人生という舞台で、クリモン

ドの「本」を巡り結成された後援会の仲間たちの
描く友愛の渦巻は、聖書写本『ケルズの書』の
カーペット・ページの場合と同様に、単体ではな
く、必ず複数で表現されている。例えば、中心に
はジェラードが居て、彼を取り巻くシンクレア、
ジェンキン、ダンカンなどが、同性愛の色調を
伴って描かれ、それぞれが主役ともなり、入れ子
状に渦巻を形成する。同性愛のテーマは、アング
ロ・アイリッシュの出自と、『ケルズの書』のル
カ伝福音書冒頭のページの挿絵をほうふつさせな
がら提示される。
またボイアーズ館に集う仲間のうち、リリーと

ジェラード、ローズとジェラードがワルツ曲に合
わせて氷上のスケートで渦巻を描いて滑る。そこ
にファーザー・マックアリスターが偶発的にス
ケートしながら登場すると、ローズは反転してそ
の渦巻に合流し、次の渦巻へと連続してゆくとい
うふうに、人間関係は果てしなく捻り合わされ
て、あたかも人間組紐文様の様相を見せて描かれ
る。一人の主役によるのではなく、多数の登場人


